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女性歴史文化研究所 研究プロジェクト 

「文学に見る『悪女』観の形成」研究成果公刊の書 

本プロジェクトでは公開研究・研究会を通し、洋の東西と時代、ジャンルを超えて〈悪女〉観がどのような要

素をもって、いかなる社会のもとで規定されてきたのか、また、〈悪女〉はどのように描かれてきたのかを、

それぞれの視点から考察を重ねてきた。本書は、その共同研究の成果であり、京都橘大学女性歴史文化研究所

叢書の第 1冊として発刊されるものである。 
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